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　私は，岡山大学循環器内科・国立
循環器病センター心臓内科を通じ，
原岡昭一前教授・大江透教授の下，
循環器疾患の臨床最前線に携わって
きました．この10～15年間の循環器
内科領域の薬物・非薬物療法の進歩
は著しく，振り返ってみればまさに
日進月歩であり，例えば慢性心不全
に対する ACE 阻害薬・β遮断薬療
法の確立，冠動脈疾患に対するバル
ーン拡張術からステント留置術の確
立，各種薬剤抵抗性不整脈に対する
アミオダロン・カテーテルアブレー
ション法・植込み型除細動器の登
場，重症肺高血圧症に対するプロス
タサイクリン持続療法，さらに重症
心不全に対する両心室ペーシング療

法等，新しい治療法が次々に登場し，
そして確立されていきました．これ
らの治療をもってしても未だに重症
不整脈を合併した虚血性心疾患の予
後は不良であり，最先端の臨床に携
わりながら限界も感じていました．
　現在，循環器領域の研究の最先端
では，「再生」にまつわる研究が盛ん
に行われています．1990年代半ばよ
り VEGF (Vascular Endothelial 
Growth Factor：血管内皮成長因
子)などのサイトカインを用いた基
礎的・臨床的研究が報告されるよう
になり，血管新生（再生）療法とい
う新たな分野を作り出しました．こ
れらの一連の仕事は，タフツ大学の 
Isner 教授が世界的にもパイオニア
として知られており，Isner 教授の
元，アメリカ，ボストンにある St｡ 
Elizabethｾs Medical Center 心 臓 血
管研究部門に世界中の研究者が集ま
り行われてきました．その中でも
1997年，浅原らによって発表された
血管内皮前駆細胞は，その後の幹細
胞治療につながる大変重要な仕事と
して知られています．2001年，大江
教授のお取り計らいで，３年間，こ
の St｡ Elizabethｾs Medical Center へ
基礎研究の留学に行くことができま
した．私が留学したときは，既に細
胞治療を臨床応用するべく，FDA 
への申請を行っているころで，まず，

血管内皮前駆細胞に関する基礎的な
実験を手伝うことから研究を開始し
ました．その後，FDA より，アメ
リカ初の幹細胞治療として臨床治験
にも参加し患者の心内膜から幹細胞
注射を行うことができました．現在
日本での臨床治験を浅原先生のおら
れる神戸先端医療センターと協力し
て開始しているところであります．
　さらに，Sonic hedgehog（Shh）
という Morphogen を用いた基礎的
実験を行う機会を Isner 教授より与
えていただきました．このテーマを
与えて頂いた直後，Isner 教授は，
急性心筋梗塞でお亡くなりになりま
したが，その後，この Shh を用いた
実験を遺伝子治療へと広げることが
でき，その結果をアメリカ心臓病学
会（AHA）の YIA､ Nature Medicine 
へ発表することができました．胎生
期の器官「発生」に重要な役割を果
た す Shh と い う 内 因 性 の Mor-
phogen が，胎生期ではなく成体に
存在すること，さらに，この Mor-
phogen を増幅させることで血管新
生だけでなく様々な「再生」がもた
らされ，従来の治療に比べ格段の治
療効果があるというコンセプトが受
け入れられたわけです．掲載内容は，
「Gene Therapy」誌のコラムでも取
り上げられ注目されました．その後，
帰国して現在に至ります．
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　これまでお世話になった多くの方
々に深謝申し上げますとともに，今
後もご指導・ご鞭撻のほどをお願い
いたしたいと存じます．

平成19年２月受理
〒700ﾝ8558　岡山市鹿田町２ﾝ５ﾝ１
電話：086ﾝ235ﾝ7351　FAX：086ﾝ235ﾝ7353
Eﾝmail：kusanokengo＠hotmail｡com


